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子宮内膜症は内膜組織が、主に骨盤腔および腹腔内に播種、腔内組織に定着し、

性周期と共に出血や炎症を繰り返す生殖器疾患である。重篤な場合は、肺をはじめ

とする他臓器への転移が知られている。子宮内膜症はカニクイザルをはじめとする

サル類の多くの種でも報告されているが、骨盤腔および腹腔以外への転移は報告さ

れていない。 
病理解剖の際、肉眼的に腹腔への播種を示す子宮内膜症が確認された 8 例のカニ

クイザル（平均 19 歳）の子宮体部、腹腔内播種組織、鼠径リンパ節のホルマリン固

定、パラフィン包埋標本を用い、病理組織学的、免疫組織化学的検索を行った。後

者の一次抗体としては抗ケラチン、エストロゲン受容体（ER）、プロゲステロン受

容体（PR）モノクローナル抗体を用いた。 
8 例すべてに内膜組織の子宮筋層から外膜への浸襲像が見られた。腹腔内播種組

織は、多数の小型腺腔からなる大小の結節を構成するものが 5 例、大型嚢胞を形成

するものが 3 例であった。鼠径リンパ節の腺構造は 8 例中 4 例に見られ、腹腔内で

大小結節を形成したうちの 3 例、大型嚢胞を形成したうちの 1 例であった。4 例と

もに、腺上皮と間質細胞から構成される子宮内膜に類した構造を持っていたが、腺

上皮の増殖が優位だった。また間質細胞を持たない数個の腺上皮の細胞塊も認めら

れた。リンパ節の腺構造の腺上皮はすべての例でケラチン陽性、間質細胞は陰性だ

った。ER は腺上皮が 4 例中 3 例、間質細胞が 4 例中 1 例、PR は腺上皮が 4 例中 4
例、間質細胞が 4 例中 3 例陽性だった。リンパ節の腺構造は 4 例ともに ER、PR の

いずれかが陽性だった。 
これら腺上皮と間質細胞からなる腺構造が ER ないしは PR を持つことから、こ

の組織は子宮内膜に由来することが明らかとなった。内膜組織の転移ルートとして、

数個の腺上皮細胞塊が鼠径管またはリンパ管を経由し、鼠径リンパ節に定着するこ

とが予想された。この病態はヒトで知られる鼠径部子宮内膜症に一致していた。 


